
がん相談支援センターからの
お知らせ

1型糖尿病ってどんな病気？

　国民健康・栄養調査（令和元年）によると、「糖尿病が強く疑
われる人」の割合は男性で19.7％、女性で10.8％とされており、糖
尿病はまさに「国民病」といえるかもしれません。一方で、糖尿病
の大多数を占める2型糖尿病ではなく、「1型糖尿病」という言葉
をご存じでしょうか？
　1型糖尿病は、主に免疫が関与してすい臓のインスリンを作る
細胞（β細胞）を破壊してしまう病気で、小児・若者を中心に幅
広い年齢層で発症し、多くの場合は一生、インスリン治療が必要となります。日本での患者数は約 10 ～ 14 万人（人口10万人
あたり約100人）とされています。
　このような比較的まれな病気では、周囲から病気に対する理解が得られにくく、学校生活や社会生活を送る上で困難に直面
することもあります。また、「糖尿病」という言葉そのものがもつネガティブなイメージにより、誤解や偏見、差別を受けることもあ
ります。このような「周囲からの否定的な意味づけ（レッテル貼り）や不当な扱い」をスティグマ（Stigma）といい、その結果、糖
尿病をもつ人は社会的な不利益を被ることになります。
　今回、「糖尿病をもつ人が暮らしやすい社会に」というテーマで、第12回 1-DreaM岡山（1型糖尿病患者会）が8月27日に当
院で開催されました。1-DreaM（ワンドリーム）岡山とは、1型糖尿病患者さん、友人、ご家族、医療従事者が共に集う場として
発足した患者会です。今回は岡山県を中心に兵庫県、広島県、香川県、大阪府、愛知県など全国各地から計80名（現地68名、
オンライン12名）の方にご参加いただきました。
　インスリンポンプなど最新治療の話題に続いて、当院医療ソーシャルワーカーの佐藤より「スティグマとアドボカシー活動（ス
ティグマを解消するために展開される社会的活動）」について講演があり、後半は小グループに分かれてテーマ別のフリートー
クを行いました。
　1型糖尿病の方は孤独感を感じながら治療と向き合うことも多く、同じ悩みを抱える仲間が集まり交流する「ピアサポート」は
とても重要な機会です。このような患者会が、糖尿病をもつ方の日々の生活を豊かなものにする助けになれば幸いです。

内科・糖尿病センター　利根 淳仁

高畑隆臣診療部長が松岡良明賞を受賞

　がん征圧月間（9月）に合わせ、がん撲滅に功績のあった個人、
団体をたたえる第28回「松岡良明賞」の贈呈式が9月8日（金）、
岡山市北区柳町の山陽新聞社で行われ、高畑隆臣総合診療科診
療部長が山陽新聞社会事業団の松田理事長から表彰状を受け取
りました。
　1995年に当院に就職後、25年にわたって胃がん治療に尽力した
実績が認められました。
　高畑診療部長は1991年～ 2017年までの胃がん手術症例約
4,000例の「発病の経緯」や「手術内容」など詳細な臨床データを、
カルテ記載ほか、かかりつけ医への予後調査依頼などさまざまな
手段を用いて約20年間にわたり調査・集積し続けました。そのデー
タから導き出された結果を「手術方法」「術後管理方法」「再発例に対する治療方法」などにも反映し、その反映させた結果を再
びフィードバックし、進行胃がんのステージⅣの患者の5年生存率を引き上げ、縫合不全などの術後合併症対策にも取り組みま
した。
　今回の受賞について「自分が進むべき外科医の道に教え導いてくださった恩師や同僚と巡り会えたことで、今の自分がある。
周りのスタッフには、大変感謝している」と語りました。
　この賞は山陽新聞社の元社長、故松岡良明氏の遺族から寄託された基金をもとに創設されました。その後、佐々木勝美相談
役が１千万円を寄託し、増額されました。受賞者・団体は岡山県健康づくり財団が選考、決定しています。
　当院からの受賞者は、平成10年第3回の間野清志名誉院長、平成15年第8回の広瀬周平名誉院長、平成26年第19回の
三村哲重特任参与、平成28年の赤在義浩診療顧問に続いて5人目となりました。

広報企画課　中村 貴美子

がん相談支援センターでは「がんと仕事」についての相談をお受けしています。
がん相談支援センター相談員　渡邉 貴子

　がんと診断されたとき、さまざまな不安が生じます。その
中の1つとして、「仕事」のことについて心配されている方は
多いと思います。
　がん患者さんの3人に1人は、就労可能な年齢でがんに
罹患しているといわれています。仕事をしている方は、がん
と診断されて「仕事はもう続けられないのではないか」と退
職を考えてしまうかもしれません。しかし、大切な決断をあ
わててお一人でしないでください。

　がん治療は年々進歩し、外来で治療ができるようになって
きました。仕事を続けるのは大変なこともあるかもしれませ
んが、治療をしながら仕事を続ける方も増えています。また、
新たに仕事をはじめようと考えている方もおられます。
「仕事に関する相談を病院でしてもいいの？」と思わず、が
ん相談支援センターにご相談ください。
　当院はハローワーク岡山や岡山産業保健総合支援セン
ターと連携しております。

就労に関する相談
ハローワーク岡山 出張相談
日時：第3火曜日 予約制 相談無料

治療と仕事の両立に関する相談
岡山産業保健総合支援センター出張相談
日時：その都度調整 予約制 相談無料

※がん以外にも、長期療養が必要な患者さんのご相談もお受けしております。

1-DreaM岡山とは…
　インスリン治療を行う 1型糖尿病の患者さん、友人、家族、医療従事者が、共に集う場として発足した全員参加型の患者会
です。
　より良い暮らしを実現できるよう、インスリン治療や日常で抱える悩みを相談したり、患者さん同士、また、患者さんを取り巻く
家族・友人・医療関係者との交流や情報交換の場を作る目的で開催しています。
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